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　田原の熊城山（998ｍ）の東斜面標

高約640ｍの広さ約40アールの緩やか

な谷間に、大小約100本が群生してい

る。テングシデはイヌシデの一変種で、

幹や枝がくねくねと曲がり、枝先がし

だれるなど、その独特な姿に特徴があ

り、世界でただこの地だけに自生して

いる貴重な樹木である。

大朝のテングシデ群落

表 紙
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のの

まちづくりまちづくり

平
成
19
年
度
予
算

財
政
健
全
化
へ
の
転
換
を
図
る

　

平
成
19
年
度
予
算
が
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額
は
１
３
７
億
４
，
３
０
０
万

円
で
、
平
成
18
年
度
当
初
予
算
総
額
１
４
５
億
円
に
比
べ
、
７
億
５
，
７
０
０
万
円
の
減
額
、
率
で
５
．
２
％
、
２

年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
編
成
は
、
長
期
総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
地
域
を
再
生
し
、
定
住
・
交
流
の
拡
大
を
め
ざ
す
」

た
め
、
事
務
事
業
の
重
点
化
と
見
直
し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
退
職
職
員
の
不
補
充
、
職
員
給
与
の
３
～
５
％

の
削
減
、
公
共
事
業
の
計
画
的
実
施
な
ど
、
徹
底
し
た
歳
出
の
削
減
・
抑
制
を
図
り
、
健
全
な
財
政
へ
の
抜
本
的
な

転
換
と
な
る
よ
う
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
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平成 19 年度平成 19 年度

北広島町予算北広島町予算

一般会計一般会計

　137 億 4,300 万円　137 億 4,300 万円
対前年度対前年度

　金額：△ 7 億 5,700 万円　金額：△ 7 億 5,700 万円

　率　：△ 5.2％　率　：△ 5.2％

特別会計特別会計

　100 億 8,570 万円　100 億 8,570 万円
対前年度対前年度

　金額：＋ 1 億 340 万円　金額：＋ 1 億 340 万円

　率　：＋ 1.0％　率　：＋ 1.0％

企業会計企業会計
　9 億 5,913 万円　9 億 5,913 万円
　　　 　　　 （収益的支出の額）（収益的支出の額）

　対前年度　金額：＋ 332 万円　対前年度　金額：＋ 332 万円

　　　　　　率　：＋ 0.3％　　　　　　率　：＋ 0.3％

　水道や病院など、民間企業と同じように、事

業で収益をあげて運営されている会計です。北

広島町には、２つの公営企業会計があります。

収 益 的
収 入

収 益 的
支 出

資 本 的
収 入

資 本 的
支 出

水 道 事 業 135,450 145,651 11,470 80,600 

豊平病院事業 813,486 813,486 9,407 41,753 

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険 2,415,000 

老 人 保 健 3,505,000 

下 水 道 事 業 906,000 

農 業 集 落 排 水 事 業 402,000 

介 護 保 険 2,173,000 

簡 易 水 道 事 業 358,000 

電 気 事 業 46,300 

住 宅 団 地 等 開 発 19,400 

芸 北 財 産 区 7,200 

診 療 所 174,000 

情 報 基 盤 整 備 事 業 79,800 

計 10,085,700 

（単位：千円）

　国民健康保険料や下水道使用料など特定の収

入があり、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせた会計です。

　北広島町には、11 の特別会計があります。

　福祉、農業、教育や道路の整備など、基本的

な行政サービスを行う会計です。

　主に町税（町民税や固定資産税など）が使わ

れています。
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用語解説
地方交 付税  地域による地方税などの収入格差を調整するために、所得税などで国にいったん集めてから交付さ

れ、どの地域に住む国民にも一定の行政サービスを提供できるよう、財源を保障するための交付金。

国・県支出金 特定の事業に対して、国・県から使いみちを指定して交付されるお金。

自 主 財 源 町税、分担金、使用料など、町が自前で調達できる財源のこと。

依 存 財 源 国や県から交付されたりする財源のこと。

町　　　債  長期間にわたる国などからの借入金のこと。学校や道路建設など、一時的に多額の出費をまかなっ

たり、将来にわたって使われるものに対して、世代間の負担を公平にする役割もある。

予
算
の
基
礎
知
識
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

予
算
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ 　

北
広
島
町
の
１
年
間
の
収
入
と
支

出
の
見
積
も
り
で
す
。
つ
ま
り
、
私

た
ち
が
納
め
る
税
金
の
使
い
み
ち
を

示
す
も
の
で
す
。

　

 　

国
や
県
、
町
は
、
新
し
い
年
度
が

始
ま
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
税
金
な

ど
の
収
入
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使

う
支
出
の
金
額
を
見
積
も
っ
て
、
事

業
を
計
画
し
ま
す
。
こ
の
見
積
も
り

が
「
予
算
」
で
す
。

Ｑ 　

予
算
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
？

Ａ 　

町
長
が
予
算
案
を
つ
く
り
、
町
議

会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り
ま
す
。

　

 　

役
場
の
各
課
は
、
地
域
の
状
況
な

ど
を
見
な
が
ら
、「
今
ど
ん
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
」
と
、
翌
年
度

に
行
う
事
業
の
内
容
を
検
討
し
ま

す
。

　

 　

町
長
は
、
そ
う
し
た
各
課
の
案
を

も
と
に
、
自
分
の
政
策
に
そ
っ
て
予

算
案
を
ま
と
め
、
町
議
会
に
提
案
し

ま
す
。

　

 　

町
議
会
で
は
、
町
民
の
声
を
代
表

す
る
町
議
会
議
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
を
行
い
な
が
ら
予
算
案
を
審
議

し
、
最
終
的
に
予
算
が
決
定
し
ま
す
。

町税の中身はこうなっています。

○町民税…9億3,138万5千円

　 　所得などに応じて納める税金の

ことです。

○固定資産税…15億5,245万9千円

　 　土地や家などを持っている人が

納めています。

○軽自動車税…5,752万8千円

　 　軽自動車やトラクターなどを

持っている人が納めています。

○町たばこ税…1億1,231万5千円

　 　たばこを買った人が納めていま

す。

○入湯税…770万4千円

　 　温泉を利用した人が納めていま

す。

一般会計　収入（歳入）編一般会計　収入（歳入）編一般会計　収入（歳入）編一般会計　収入（歳入）編一般会計　収入（歳入）編

■予算額　137億4,300万円（単位：千円）

町税町税
2,661,3912,661,391

地方交付税地方交付税
6,305,2156,305,215

国庫支出金国庫支出金
665,199665,199

県支出金県支出金
1,327,7631,327,763

町債町債
　 1,164,800　 1,164,800

分担金及び負担金　286,579分担金及び負担金　286,579

使用料及び手数料　170,797使用料及び手数料　170,797

繰入金　219,102繰入金　219,102

その他の収入※　161,552その他の収入※　161,552

財産収入　35,641財産収入　35,641

依
存
財
源

依
存
財
源

※その他の収入の内訳

　諸収入 161,550

　寄付金 1

　繰越金 1

※交付金の内訳
　地方消費税交付金
　 227,007
　自動車取得税交付金
　 153,799
　ゴルフ場利用税交付金
　 37,575
　地方特例交付金  20,000

　
　利子割交付金  6,034
　交通安全対策特別交付金
 6,458
　配当割交付金  8,489
　株式等譲渡所得割交付金
 7,273

74.2％74.2％

地方譲与税　278,326地方譲与税　278,326

自
主
財
源

自
主
財
源25.8％25.8％

交付金　466,635交付金　466,635

4きたひろしま 2007 .5



別
の
視
点
で

見
て
み
る
と

一般会計　支出（歳出）編一般会計　支出（歳出）編一般会計　支出（歳出）編一般会計　支出（歳出）編一般会計　支出（歳出）編

その他  40,572  0.3％その他  40,572  0.3％
　支出の内容を経費の性質ごとにまとめる

と、右のようになります。

　人件費・扶助費・公債費をあわせて「義務

的経費」と呼びます。これらは、毎年必ず支

出が必要となる経費です。

　道路や公園・学校など社会資本を整備する

ための経費を「投資的経費」と呼びます。将

来に残るものに支出される経費です。国や県

から補助金を受けて行う補助事業と、町が補

助金を受けずに行う単独事業などがあります。

　その他の経費は、消耗品、燃料、印刷費、

光熱水費、修繕費、電話・郵便料、保険料、

業務委託費、物品等使用料、備品費、補助金・

負担金などの経費です。

　歳出に占める義務的経費の割合が高まる

と、自由に使えるお金が少なくなり、財政が

硬直化してしまいます。

　北広島町では、義務的経費が歳出の半分以

上を占めており、他の経費を削らざるを得な

い状況にあることがわかります。

　そのため、昨年 12 月「北広島町行政改革

大綱」を策定し、行財政改革を進めています。

公債費公債費
2,940,536  2,940,536  

21.4％21.4％

扶助費扶助費
1,290,457  1,290,457  

9.4％9.4％

人件費人件費
2,997,1602,997,160

21.8％21.8％

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

投資的経費投資的経費
9.0％9.0％

その他経費その他経費
38.4％38.4％

議会の運営に

　議会費  136,056

行政の運営に

　総務費
1,553,782

福祉・保健・医療に

　民生費
2,415,016

保健衛生・きれいな町に

　衛生費
855,755

借入金の返済に

　公債費
2,940,536

雇用促進に

　労働費　　6,184

農林業の振興に

　農林水産業費
1,377,966町内経済の発展に

　商工費　150,771

道路・橋りょう・計画的な町づくりに

　土木費　　800,964

安全で安心な町に

　消防費
611,207

災害の復旧に

　災害復旧費
198,903

学校や生涯学習などに

　教育費
928,789

その他

　諸支出金
1,741,539

　予備費　 25,532

予算額予算額
137億4,300万円の内訳137億4,300万円の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

52.6％52.6％

繰出金繰出金
1,729,9311,729,931

12.6％12.6％

物件費物件費
1,512,4621,512,462

11.0％11.0％

補助費補助費
1,898,6161,898,616

13.8％13.8％

普通建設普通建設
事業費事業費

1,034,5121,034,512
7.5％7.5％

維持補修費 99,851維持補修費 99,851

　0.7％　0.7％

災害復旧費 198,903 1.5％災害復旧費 198,903 1.5％
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平成 19年度　主要事業
　北広島町が誕生して初めてのまちづくりの計画書である『北広島町長期総合計画』では、

町の将来像を「『新田園文化のまち』宣言　北広島町」とし、基本目標を「地域を再生し、

定住・交流の拡大をめざす」としています。この計画の実現に向けて、５つの大きな柱に

力を注ぎます。 （◎：新規事業）

【安全で快適な生活環境づくり】

　住民の日常生活を支えるとともに、いきいき

とした交流やＵＩＪターンなどを促進します。

しっかりとした地域の基盤と、安全・快適で魅

力のある生活環境の整ったまちづくりをめざし

ます。

◎情報基盤整備事業特別会計繰出金

 6,040 千円

◎千代田地域火葬場改修設計委託

 7,000 千円

◎新エネルギー等普及事業  675 千円

◎急傾斜地崩壊対策事業負担金（本地地区）

 4,000 千円

【活力ある地域経済の創出】

　いきいきとした活力ある地域経済を築くた

め、現在を支え、明日を担う人づくりに取組む

とともに、地域に根付く産業を育てるまちづく

りをめざします。

○企業立地奨励金事業  16,994 千円

◎農地・水・農村環境保全向上対策事業

 42,241 千円

◎観光振興計画策定  474 千円

◎地域伝統技術掘起こし事業  203 千円

○中山間地域等直接支払い交付金

 344,283 千円

○森林整備地域活動支援事業  54,562 千円

【健康で安心して暮らせるまちづくり】

　すべての住民が、家庭や地域で生きがいを感

じながら、健康で安心して暮らせ、こどもを育

てることができるまちづくりをめざします。

◎子ども園開設  3,519 千円

○児童手当給付事業  145,920 千円

◎小規模多機能型居宅介護施設整備補助

 15,000 千円

○乳幼児健診事業  8,044 千円

○救急病院運営費補助  20,000 千円

○社会福祉協議会補助  94,915 千円

○障害者自立支援給付事業  234,829 千円

○生活保護扶助事業  157,320 千円

【ともに学び　ともに輝くまちづくり】

　北広島町やそれぞれの地域の自然や歴史文

化、教育環境などの特色を活かしながら、豊か

な人間性と文化をはぐくみ、一人ひとりが輝き、

地域への愛着と誇りを持てるまちづくりをめざ

します。

◎大朝小中学校一貫教育推進事業  234 千円

◎小中学校警備システム導入  1,800 千円

◎放課後子ども教室事業  4,010 千円

◎靉光生誕 100 周年記念事業  1,240 千円

◎夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操開催事業

 1,959 千円

○人権フェスタ開催事業  795 千円

【社会の変化に対応したまちづくり】

　国及び地方の厳しい財政状況や地方分権の流

れ、協働のまちづくりやＮＰＯの活動、定住に

関する意識の変化など、まちづくりを取り巻く

課題や可能性を踏まえながら、社会の変化に的

確に対応していけるまちづくりをめざします。

◎頑張る地域応援補助金  1,850 千円

○地域づくり交付金  22,850 千円

○新規定住者住宅建築費補助  5,000 千円

◎固定資産税評価替えにかかる鑑定事業

 15,290 千円

○県からの事務・権限移譲による事務執行

 1,276 千円

○国土調査事業  138,287 千円



【３月まで】

0 5 1 5： 3 0：
午
後

午
後

【4 月から】

0 5
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４月から

役場の閉庁時間

＊図書館や消防署などの一部の施設については、当分の間、いままでどおりの時

間です。

手数料の金額
　住民基本台帳関係・印鑑証明に関係する手数料は昭和 61 年、町税関係の手数

料は昭和 50 年を最後に、21 年間から 32 年間にわたり据え置いてきました。こ

の度、諸証明書発行の経費の再計算により手数料の見直しを行いました。

手数料の名称 区分 現行料金 改定料金 担当課

１ 身分に関する証明書交付手数料 戸籍関係

２００円 ３００円

町民課

２ 住民票・戸籍附票の写しの交付手数料

住民基本台帳関係３ 住民票記載事項証明手数料

４ 住民基本台帳閲覧手数料

５
外国人登録の記載事項に関する証明手
数料

外国人登録関係

６ 印鑑登録証交付手数料

印鑑証明
７

印鑑登録証明書交付手数料（認可地縁
団体印鑑登録証明書を含む）

８
埋火葬に関する証明書の交付手数料ま
たは再交付手数料 その他

９ 認可地縁団体告示事項証明手数料 総務課

10 公課証明手数料

町税関係

税務課

11 不動産評価証明手数料

12 名寄帳の写し証明手数料

13 納税証明手数料

14 住民税課税・非課税証明手数料

15 法人住民税に関する証明手数料

16 その他町税に関する証明手数料

17
公簿、公文書または土地台帳・図面の
閲覧手数料

閲覧関係

18 農地に関する証明手数料 農地法関係 農業委員会

19 その他の証明手数料 関係各課

20
危険物の規制に関する政令による完成
検査済証の再交付の申請

消防関係 消防署
21 火災のり災証明書の交付

22 事故搬送証明書の交付

23 防火管理講習修了証明書の交付

24 各種証明手数料 上下水道課

変
わ
り
ま
し
た

1

２
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３役場の組織
　事務事業の見直しを行い、住民サービスの維持・向上を基本に、主要施策の積極的な推進

や県からの権限移譲事務の受け入れなどに的確に対応するため、役場本庁、支所、教育委員

会及び消防本部など全般にわたり、組織・機構の見直しを行いました。

職の設置等

○副町長の設置【効率的な町行政の推進】

　地方自治法の一部改正により、町行政を効率的かつ実効的に行える仕組みとするため、「助

役」に代えて「副町長」を設置しました。

○危機管理監の設置【危機管理体制の構築】

　自然災害や有事などへの迅速な対応など危機管理体制を構築します。

○副教育長の設置【教育委員会の円滑な運営】

　教育委員会の円滑な運営及び教育長の補佐機能の充実を図るため設置しました。

新しい課等の設置

○財政課の設置【財政健全化の推進、財産管理及び用度事務の一元化】

　公会計制度への対応や政策財務の強化など財政健全化の推進、行政財産及び普通財産の管

理、用度事務を一元化した総合的な財産管理を行うため、本庁に設置しました。

○国土調査事務所の設置【国土調査体制の強化】

　本庁及び支所の国土調査担当を集約し、国土調査事業の現地調査体制の強化を図ります。

　事務所は、大朝支所内に設置しました。

○情報管理室の設置【地域イントラの整備と高度情報化の推進】

　全町域を対象とするプロジェクトである地域イントラの導入・整備及び高度情報化の推進

を重点的に推進するため、本庁企画課内に設置しました。

○環境管理室の設置【環境行政の推進】

　公害、一般廃棄物、し尿及び火葬場など、環境対策の総合的な体制を強化するため、本庁

町民課内に設置しました。

○八幡こども園の設置【小学校就学前教育及び子育て支援の推進】

　小学校就学前の子どもに対する教育と保育、保護者に対する子育ての総合的な提供を推進

するため、モデル的に芸北地域の八幡地区に設置しました。

課等の廃止

○行財政改革推進室

　北広島町行政改革大綱、集中改革プラン及び事務移譲具体化プログラムなど、行財政改革

の推進の基本的な計画の策定が終了したことに伴い廃止しました。

　計画の実施については、引き続き関係課で行います。

○管財課

　国土調査事務の集約を図る「国土調査事務所」の設置に伴い廃止しました。財産管理は財

政課で、用地交渉・取得業務は建設課でそれぞれ行います。

○芸北幼稚園・八幡幼稚園

　幼稚園を廃園しました。

問い合わせ　役場総務課行政管理係　☎０８２６ - ７２ - ２１１１

○北広島町消防署芸北出張所の設置【消防署管轄区域の統一】

　山県西部消防組合の解散に伴い、芸北地域が北広島町消防署等の管轄区域となったため設

置しました。



　

平
成
16
年
６
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
国
民
保
護
法
」

が
成
立
し
、平
成
17
年
３
月
に
政
府
の
「
国

民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
」
、
平
成

18
年
１
月
に
「
広
島
県
国
民
保
護
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
で
は
、
平
成
18
年
11
月
と
平

成
19
年
１
月
に
国
民
保
護
協
議
会
を
開
催

し
、
ま
た
広
島
県
と
の
協
議
を
終
え
、
平

成
19
年
３
月
に
「
北
広
島
町
国
民
保
護
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
民
保
護
法
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
い
て
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
国
民
生
活
等
に

及
ぼ
す
影
響
を
最
小
に
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
制
定
さ
れ
、
住
民
の
避
難
や
避
難

住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
等
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

武
力
攻
撃
事
態
等
は
、
ま
ず
は
、
国
の

外
交
努
力
に
よ
り
危
機
的
状
況
を
回
避
・

防
止
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
重
要
で

す
。

　

し
か
し
、
外
交
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

も
し
武
力
攻
撃
事
態
等
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
町
は
、
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
き
、

国
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国
民

保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
分
自
身
で
身
を
守
る
「
自
助
」
、

地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
編　

総
論

○
町
は
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
保
護
す
る
た
め
、
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
。

○
国
民
保
護
措
置
を
実
施
す
る
に
当
り
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
や
国
民
の
権
利
利
益

の
迅
速
な
救
済
等
、
特
に
留
意
す
べ
き
９

項
目
を
基
本
方
針
と
す
る
。

第
２
編　

平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防

○
町
は
、
国
民
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅

速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
平
素
か
ら
必
要

な
組
織
及
び
体
制
の
整
備
を
行
う
。

・ 

国
、
県
、
他
の
市
町
、
指
定
地
方
公
共

機
関
等
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整

備
・
通
信
の
確
保

・ 

避
難
、
救
援
及
び
武
力
攻
撃
災
害
へ
の

対
処
に
関
す
る
平
素
か
ら
の
備
え

第
３
編　

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処

○
国
民
保
護
措
置
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
国
、
県
、
他
の
市
町
、
指
定
公
共
機

関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
そ
の
他
関
係

機
関
と
相
互
に
密
接
に
連
携
す
る
。

○
避
難
住
民
等
の
救
援
に
つ
い
て
は
、
知

事
の
通
知
に
よ
り
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
、収
容
施
設
の
供
与
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
知
事
が
実
施
す
る
措
置
の
補
助
を

行
う
。

第
４
編　

復
旧
等

○
武
力
攻
撃
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

国
が
示
す
方
針
に
し
た
が
っ
て
県
と
連
携

し
て
実
施
す
る
。

第
５
編　

緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処

○
町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
や

緊
急
対
処
保
護
措
置
の
実
施
な
ど
、
緊
急

対
処
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に

準
じ
て
行
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

 

☎
０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１

北
広
島
町
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

北
広
島
町

国
民
保
護
計
画
の
概
要
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補
正
予
算

まちづくりを方向付ける
「北広島町長期総合計画」を策定

　平成 19 年３月２日の第９回北広島町まちづくり総合委員会において、西村副委員長から竹下

町長へ北広島町長期総合計画の策定について答申されました。これは、平成 18 年２月 21 日の

第１回北広島町まちづくり総合委員会における諮問に対するものです。

　その後、３月定例議会へ上程され、３月 23 日に議決を受けました。その概要は次のとおりです。

　問い合わせ　役場企画課企画調整係　☎０８２６ - ７２ - ０８５６

○ 健康で安心して暮らせるまちづくり○ 健康で安心して暮らせるまちづくり

○ ともに学び ともに輝くまちづくり○ ともに学び ともに輝くまちづくり

○ 社会の変化に対応したまちづくり○ 社会の変化に対応したまちづくり

◆将来像

（どのような町にするのか）

◆基本目標（どのように取組むのか）

◆計画期間

◆まちづくりの展開方向

（５つの柱）

「新田園文化のまち」

宣言

地域を再生し、
定住・交流の拡大をめざす

平成 19 年度から平成 28 年度までの 10 年間

北広島町

なお、詳しくは 5 月に各戸配

布する予定の北広島町長期総合

計画（概要版）をご覧ください。

○ 安全で快適な生活環境づくり○ 安全で快適な生活環境づくり

○ 活力ある地域経済の創出○ 活力ある地域経済の創出

10きたひろしま 2007 .5

　

平
成
18
年
度
北
広
島
町
一
般

会
計
補
正
予
算
と
各
特
別
会
計

補
正
予
算
が
３
月
８
日
北
広
島

町
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
新
た
に

情
報
基
盤
整
備
事
業
特
別
会
計

予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
会
計
は
、
地
域
イ
ン

ト
ラ
推
進
を
行
う
目
的
で
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

○
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
業
費

 

３
１
，
５
０
０
千
円

○
道
路
維
持
修
繕
事
業
費（
除
雪
分
）

 

△
３
４
，
８
０
０
千
円

○
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

 

（
18
年
補
助
分
）

 

８
６
，
５
１
０
千
円



　北広島町では、昨年より新エネルギーの活

用などについてのビジョン（将来像）の策定

を進めてきましたが、この度策定事業が完了

しました。

　近年、世界は、「エネルギー問題」と「地

球環境問題」という大きな問題に直面してい

ます。これらの問題は緊急性を有していると

ともに、それぞれが深く関わりあっています。

「エネルギー問題」では、石油、石炭、天然

ガスといった化石燃料の枯渇への対策が課題

となっており、また、「地球環境問題」では、

化石燃料の消費によって排出される大量の二

酸化炭素などの温室効果ガスによる温暖化が

深刻な問題となっています。

　この深く関わりあう二つの問題を解決に導

く対策として世界各国で取り組まれているの

が、エネルギー消費の削減と非化石エネル

ギー導入の推進です。日本においても、エネ

ルギーを有効に使う技術開発が進み、各方面

で省エネルギー機器や設備が導入されていま

す。また、化石燃料から、太陽光、水力、風

力などの自然エネルギーや、バイオマス（家

畜糞尿、生ごみ、間伐材等）や温度差などの

リサイクルエネルギーといった、自然の力を

活用したり、今まで使われずにすてていた新

エネルギーへの転換に向けた取り組みも進め

られています。

　この度策定した「北広島町地域新エネル

ギービジョン」は、北広島町の立地条件、環

境条件、社会条件に適した新エネルギーにつ

いて、学識経験者、事業者、住民代表等１５

名で構成された策定委員会において検討いた

だき、各種の新エネルギー導入プロジェクト

を取りまとめました。

　今後は、本ビジョンに基づき、住民、事業

者、各団体の皆様と行政が連携しながら創意

と工夫を発揮し、新エネルギーの導入に向け

少しずつでも前進していくために、広報など

を活用しながら、「北広島町地域新エネルギー

ビジョン」の内容についてお知らせしたいと

考えています。

問い合わせ

　役場企画課地域振興係

☎０８２６ - ７２ - ０８５６ 
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○
公
共
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

 

（
18
年
補
助
分
）

 

２
３
９
，
０
５
４
千
円

○
土
地
開
発
公
社
出
資
金

 

１
０
０
，
０
０
０
千
円

補正額 補正後の予算額

一般会計（第６号） 115,000 15,844,000

特 

別 

会 

計

国民健康保険（第４号） 14,000 2,357,000

老人保健（第４号） △ 30,000 3,690,000

下水道事業（第４号） △ 20,000 880,000

介護保険（第４号） △ 209,000 2,089,000

簡易水道事業（第４号） △ 7,000 932,000

電気事業（第４号） 1,900 48,200

住宅団地等開発（第４号） （組替） 16,000

芸北財産区（第２号） △ 700 8,200

診療所（第３号） △ 18,000 170,000

情報基盤整備事業（当初） --- 450,000

（単位：千円）

北広島町地域新エネルギー

ビジョン策定



No.　

生 活 交 通

ニ ュ ー ス

北 広 島 町
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今
月
号
は
『
町
内
バ
ス
の
時
刻
表
は
ど

こ
に
行
っ
た
ら
入
手
で
き
る
の
？
』
と
い

う
お
声
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
そ
の
入

手
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
様
々
な
バ
ス
が
走
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
バ
ス
を
ご
利
用
に
な
る
場
合

に
必
要
な
の
が
『
バ
ス
時
刻
表
』
で
す
。

バ
ス
時
刻
表
が
な
い
と
バ
ス
を
利
用
し
た

く
て
も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
バ
ス
時
刻
表
は
各
バ
ス
運
行

事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ

ば
、
時
刻
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

役
場
で
は
各
地
域
ま
た
は
路
線
ご
と
に
時

刻
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
バ
ス
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、

次
の
場
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

○
芸
北
地
域

（
総
企
バ
ス
各
路
線
、
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー

芸
北
、
石
見
交
通
新
広
浜
線
時
刻
表
）

・
北
広
島
町
役
場　

芸
北
支
所

○
大
朝
地
域

（
大
朝
交
通
美
和
線
、
ホ
ー
プ
バ
ス
大
朝

千
代
田
線
、
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
大
朝
、
北

広
島
町
営
バ
ス
、
邑
南
町
営
バ
ス
、
中
国

Ｊ
Ｒ
バ
ス
広
浜
線
、
高
速
浜
田
道
大
朝
IC

経
由
バ
ス
）

・
北
広
島
町
役
場　

大
朝
支
所

・
大
朝
駅

○
千
代
田
地
域

（
千
代
田
巡
回
バ
ス
、
北
広
島
町
営
バ
ス

千
代
田
八
千
代
線
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
広
浜

線
、
ホ
ー
プ
バ
ス
大
朝
千
代
田
線
、
高
速

浜
田
道
千
代
田
西
Ｂ
Ｓ
経
由
バ
ス
、
高
速

中
国
道
千
代
田
IC
Ｂ
Ｓ
経
由
バ
ス
）

・
北
広
島
町
役
場　

本
庁
舎

・
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

○
豊
平
地
域

（
豊
平
バ
ス
花
そ
ば
、
広
島
電
鉄
豊
平
琴

谷
線
・
今
吉
田
線
）

・
北
広
島
町
役
場　

豊
平
支
所

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

も
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ス
時
刻

表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
手
順
に

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

バ
ス
と
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の

　
　
　

時
刻
表
の
入
手
方
法
に
つ
い
て

ホープタクシー利用状況 平成 18 年７月～平成 19 年２月分

４

①北広島町ホームページを開きます。

　（URL:http://www.town.

  kitahiroshima.lg.jp/）

② 『くらしの情報』の「バス時刻表」

をクリックします。

③バス時刻表が表示されます。

④ 閲覧したい地域または路線のバス時

刻表のＰＤＦファイルをクリックし

ます。
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問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

 

☎
０
８
２
６ - 

７
２ -

０
８
５
６

　

バ
ス
運
行
の
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
企

画
課
（
☎
０
８
２
６ -

７
２ -

０
８
５
６
）

ま
た
は
次
の
運
行
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所　

 

☎
０
８
５
５ -

２
７ -

２
２
１
１

■
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
㈱
広
島
支
店

 

☎
０
８
２ -

８
４
５ -

６
０
６
６

■
広
島
電
鉄
㈱
安
佐
出
張
所

 

☎
０
８
２-

８
３
５-

１
８
６
０

■
備
北
交
通
㈱　

 

☎
０
８
２
４ -

７
２ -

２
１
２
２

■
㈲
総
合
企
画
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

（
総
企
バ
ス
）

 

☎
０
８
２
６ -

３
５ -

１
１
９
９

■
㈲
大
朝
交
通

 

（
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
大
朝
、
美
和
線
、

 

　

ホ
ー
プ
バ
ス
大
朝
千
代
田
線
）

 

☎
０
８
２
６ -

８
２ -

２
２
３
３

■
㈲
浜
田
屋
（
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
大
朝
）

 

☎
０
８
２
６ -

８
２ -

２
１
２
４

■
千
代
田
タ
ク
シ
ー
㈱

 

（
千
代
田
巡
回
バ
ス
）　

 

☎
０
８
２
６ -

７
２ -

２
１
６
１

■
壬
生
交
通
㈱
（
千
代
田
巡
回
バ
ス
）

 

☎
０
８
２
６ -

７
２ -

３
１
１
１

人事事
異動

■
㈲
八
重
タ
ク
シ
ー
（
千
代
田
巡
回
バ
ス
）

 

☎
０
８
２
６ -

７
２ -

２
１
８
１

■
㈲
豊
平
交
通
（
豊
平
バ
ス
花
そ
ば
）

 

☎
０
８
２
６ -

８
３ -

０
０
０
９

■
邑
南
町
役
場
定
住
企
画
課

 

（
邑
南
町
営
バ
ス
）

 

☎
０
８
５
５ -

９
５ -

１
１
１
７

　

役
場
で
は
、
職
員
の
人
事
異
動
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

　

配
置
変
え
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
組

織
機
構
の
改
編
等
に
伴
い
、
次
ペ
ー
ジ

以
降
に
掲
載
し
て
い
る
「
北
広
島
町
職

員
配
置
表
」
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

退
職　

 

３
月
31
日
付

参
事
兼
行
財
政
改
革
推
進
室　

室
長　

 

竹
林　

孝
宣
（
派
遣
満
了
）

芸
北
支
所　

支
所
長　

 

山
田　

清
司

大
朝
支
所　

支
所
長　

 

中
屋
原　

薫

管
財
課　

課
長　

 

隅
中　

正
明

福
祉
課　

課
長　

 

比
奈
田　

恭
吾

産
業
課　

課
長　

 

近
本　

崇
治

上
下
水
道
課　

課
長　

 

田
坂　

政
博

芸
北
支
所　

町
民
生
活
課　

課
長

藤
本　

達
実

芸
北
支
所　

産
業
建
設
課　

課
長

 

　

岡
田　

新
作

大
朝
支
所　

自
治
振
興
課　

課
長

 

　

前
川　
　

実

大
朝
支
所　

町
民
生
活
課　

課
長

 

　

向
井　

ト
ヨ
コ

豊
平
支
所　

産
業
建
設
課　

課
長

 

　

道
川　

徳
男

豊
平
病
院　

薬
剤
長　

 

野
川　

秀
人

農
業
委
員
会
事
務
局　

局
長
補
佐

 

　

高
木　

光
志

大
朝
支
所 

町
民
生
活
課 

課
長
補
佐

 

　

大
下　

民
子

仁
愛
園　

事
務
長 

　

寺
川　

千
鶴
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

主
任

 

　

野
川　

子

本
地
保
育
所　

主
任
保
育
士

 

　

片
岡　

良
子

採
用　

 

４
月
１
日
付

参
事　

村
上　

明
雄

（
県
か
ら
派
遣
）

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

　

学
校
指
導
係　

主
任
指
導
主
事

 

　

板
倉　

寿
恵
美

豊
平
病
院　

薬
剤
師　

 

首
藤　

正
宏



北
広
島
町
職
員
配
置
表　

（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

■
本
庁
☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１
（
代
）

税

務

課

町
税
等
徴
収
、
滞
納
処
分

固
定
資
産
税
、
資
産
評
価
、
資
産
証
明
、
台
帳
・
図
面
閲
覧

税
務
諸
証
明
、
町
県
民
税
、
国
保
税
、
軽
自
税
、
申
告

竹
本　

美
恵
・
亀
寳　
　

真
・
宮
本　

真
里
・
堀
亀
志
津
江

係　

長　
　

佐
々
木
新
十

所

得

係

益
田　

智
幸
・
大
畑　

紹
子
・
高
野
さ
や
か
・
原
田　

靖
久

係　

長　
　

竹
山　

賢
治

資

産

係

山
本　

一
久
・
辰
川　

勝
則
・
溝
上　

正
義
・
石
橋　

浩
治

係　

長　
　

岩
見　
　

学

収

納

係

課
長　

高
橋　

鋼
次

主
幹　

吉
川　

一
乘

財

政

課

企

画

課

長
期
総
合
計
画
、
広
域
行
政
、
統
計
、
広
報

橋
坂　

知
佐
・
竹
下　

靖
彦

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
、
交
通
対
策
、
新
エ
ネ
対
策
、
広
聴

真
倉　

仁
司
・
越
間　

裕
貴

企
業
誘
致
、
定
住
促
進
、
職
業
紹
介
、
商
工
観
光

頼
政　

孝
治
・
越
岡
真
喜
子

専
門
員　
　

三
宅　

正
登

室
長　

森
脇　

誠
悟

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
化
推
進

池
田　

直
哉
・
田
辺　

康
行
・
河
野　

勝
暁

課
長
補
佐　

中
原　
　

健

係　

長　
　

石
川　
　

斎

管

財

係

町
有
財
産
管
理
、
普
通
財
産
処
分
、
財
産
区

田
中　

正
基

財

政

係

政
策
財
務
、
予
算
編
成
・
経
理
、
町
債
、
入
札
・
契
約

宮
地　

弥
樹
・
芥
川
か
な
え
・
浅
香　

潤
観
・
国
吉　

孝
治
・
大
畑　

直
也　

専
門
員　
　

成
瀬　

哲
彦

情
報
管
理
室

室
長　

岡
本　
　

等

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

和
泉　

智
子

駅　

長　
　

佐
々
木
直
彦

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

係　

長　
　

清
見　

宣
正

地
域
振
興
係

係　

長　
　

古
川　

達
也

企
画
調
整
係

総

務

課

行
政
改
革
、
組
織
・
機
構
、
条
例
規
則
、
選
挙
、
行
政
区

人
事
、
給
与
、
職
員
研
修

庁
舎
管
理
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
消
防
防
災

原
田　

雄
二
・
榎　
　

正
治
・
開
本
美
由
紀

課
長
補
佐　

沖
野　

昌
則
（
山
県
郡
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
へ
出
向
）

係　

長　
　

坂
本　

伸
次

総

務

係

奥
田　

淳
治
・
西
岡　

直
美

係　

長　
　

山
根　

秀
紀

人

事

係

矢
部　

芳
彦
・
福
田　

透
江
・
吉
岡　

秀
樹

係　

長　
　

新
枝　

和
範

行
政
管
理
係

課
長　

壽
老
長
吉
郎

副

町

長

参

事

危
機
管
理
監

町

長

竹
下　

正
彦

若
本　

啓
二

村
上　

明
雄

岡
本　
　

進

課
長　

末
田
初
太
郎

立

地

定

住

推

進

室

課
長　

花
ノ
木
正
典

収

入

役

杉
野　

光
眞
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福

祉

課

（
福
祉

事
務
所
）

保

健

課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
予
防
事
業

介
護
保
険
、
要
介
護
認
定
、
介
護
認
定
審
査
会

健
康
増
進
、
予
防
接
種
、
母
子
保
健

福
田
さ
ち
え
・
頼
政
ミ
ノ
リ
・
門
出　

暁
子
・
小
松　

千
里

養
護
老
人
ホ
ー
ム

保
育
所
、
児
童
福
祉
、
子
育
て
支
援

障
害
者
福
祉
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
高
齢
者
福
祉

生
活
保
護
、
民
生
委
員
児
童
委
員
事
務
、
原
爆
被
爆
援
護

細
居　
　

治
・
國
芳　
　

顕

課
長
補
佐　

田
中　

真
次

生
活
福
祉
係

芥
川　

智
成
・
佃　

千
賀
子

係　

長　
　

清
水　

孝
幸

地
域
福
祉
係

中
川　

和
美
・
佐
田
り
つ
こ

係　

長　
　

田
辺　

正
康

子
育
て
支
援
係

中
村
加
代
子
・
藤
田　

秀
子
・
別
広
志
満
子
・
新
谷
美
枝
子
・
森
脇
千
恵
子
・

藤
井
美
智
子
・
美
濃　

恭
子
・
今
知　

智
子

事
務
長　
　

堀
田　

智
子

仁

愛

園

園
長　

友
広　

慎
治

課
長
補
佐　

上
新　

博
則

健
康
増
進
係

畑
田　

正
法
・
国
吉　

朋
美
・
箕
牧　

聡
子
・
木
村　

隆
之

係　

長　
　

石
坪　

隆
雄

介
護
保
険
係

沖
田　

浩
二
・
田
中　

貴
子

係　

長　
　

多
田　

誠
子

地
域
介
護
係

課
長　

白
砂　

俊
郎

主
幹　

平
田　

早
苗

所
長
兼
課
長 

清
水
孝
基

主
幹　
　

小
竹
重
賢

主
幹　

今
子
ひ
と
み

福祉保健センター建

設

課

産

業

課

農
業
振
興
、
畜
産
振
興
、
土
地
改
良
区

林
業
振
興
、
火
入
れ
、
有
害
鳥
獣
駆
除

農
業
経
営
対
策
推
進

普
通
財
産
取
得
、
用
地
交
渉
、
財
産
登
記

農
林
土
木
、
土
地
改
良
事
業
、

農
林
道
維
持
管
理
、
農
林
施
設
災
害
復
旧

道
路
・
河
川
管
理
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

道
路
台
帳
、
除
雪
、
屋
外
広
告
物
、
公
営
住
宅

熊
谷　

忠
明
・
出
廣　

美
穂　

係　

長　
　

信
上　

英
昭

都
市
管
理
係

高
下　

雅
史
・
藤
井　

尚
志
・
迫
田　

弘
志
・
大
本
賢
一
郎

課
長
補
佐　

竹
内　

博
行

土

木

係

隅
田　

好
則
・
竹
下　

秀
樹
・
洲
浜　

正
文
・
中
野　

真
弘
・

梅
本　

孝
宏
・
斉
藤　

栄
一

係　

長　
　

土
井　

亮
三

農
林
土
木
係

堂
原　

千
春
・
大
橋　

一
正

係　

長　
　

西
村　

修
郎

用

地

係

専
門
員　
　

田
村　

道
三

農
業
改
革
推
進
室

室
長
（
課
長
兼
務
）

田
村　

智
行　

係　

長　
　

浅
黄　

隆
文

林
業
振
興
係

滝
野　
　

修
・
迫
井　

一
深
・
上
田　

俊
則
・
中
川　

克
也
・
五
反
田
希
奈
美

係　

長　
　

藤
浦　

直
人

農
業
振
興
係

課　

長　

細
本　

光

課
長
補
佐　

佐
渡
宏
治

課
長　

山
本　

哲
男

町

民

課

総
合
案
内
、
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録

渡
辺　

雪
美
・
泉　
　

裕
樹
・
細
居　
　

操

国
保
事
業
、
国
民
年
金
、
老
人
保
健
、
乳
幼
児
医
療

人
権
対
策

公
害
防
止
、
環
境
保
全
、
ご
み
、
墓
地
・
火
葬
場
、
浄
化
槽

植
田　

伸
二
・
土
井　

孝
行

室
長
補
佐　

石
津　

正
孝

環
境
管
理
室

室
長　

岡
本　
　

守

専
門
員　
　

林　
　

秀
治

道
川　

智
治

専
門
員　
　

春
田　

法
昭

人
権
セ
ン
タ
ー

所　

長　
　

藤
吉　

数
磨

西
村　
　

豊
・
笠
道
百
合
子
・
藤
田　

美
香
・
新
増　

栄
史

係　

長　
　

輪
田　

孔
俊

国
保
年
金
係

課
長
補
佐　

金
沢　

和
洋

住

民

係

行
井　

秀
二
（
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

課
長　

中
村　

正
明

国

土

調

査

事

務

所

国
土
調
査
（
大
朝
・
豊
平
地
域
）

国
土
調
査
（
千
代
田
地
域
）

五
反
田　

篤
・
門
出　

泰
典
・
新
谷　

明
彦

課
長
補
佐　

渡
辺　

義
男

国
土
調
査
第
１
係

石
川　
　

尚
・
池
松　
　

徹
・
松
若　

孝
亮

係　

長　
　

佐
伯　

孝
之

国
土
調
査
第
２
係

所
長　

正
木　

秀
喜
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教

育

長

芸

北

保　

育

道
沖
み
ど
り
・
安
本　

美
和

芸

北

つ

く

し

保

育

園

園　

長　
　

住
田
千
代
花

教
育
委
員
会
会
議
、
文
書
管
理
、
教
育
財
産
管
理

道
沖　

年
弘
・
新
田　

洋
子

学
校
指
導

教
職
員
研
修
、
就
学
・
入
学
等
、
学
校
給
食

社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
青
少
年
育
成

山
縣　

宏
爾
・
沖
中　

満
春

文
化
財
保
護
、
芸
術
文
化

沢
元　

史
代
・
大
下　

裕
史

公
民
館

図
書
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

文
化
施
設

白
川　

勝
信

芸

北

高

原

の

自

然

館

井
口　

瑞
穂

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
千
代
田
・
八
重
東
・
壬
生
）

中
川　

俊
彦

北

広

島

町

図

書

館

専
門
員　
　

河
野　

千
文

三
宅　

克
江

館　

長　
　

友
田　

伸
江

千
代
田
中
央
公
民
館

係　

長　
　

六
郷　
　

寛

文

化

係

係　

長　
　

多
川　

信
之

生
涯
学
習
係

槙
本　

妙
子
・
道
川　

和
樹

係　

長　
　

五
反
田　

孝

学
校
教
育
係

板
倉
寿
恵
美

保　

育

保　

育

片
桐　

裕
子

八

幡

こ

ど

も

園

上
田　

澄
子

美

雲

保

育

所

課
長
補
佐　

佐
々
木
昭
典

学
校
指
導
係

課
長
補
佐　

細
部　

俊
彦

総

務

係

門
枡　

利
男

学

校

教

育

課

課
長

　

（
副
教
育
長
兼
務
）

課
長　

伊
藤　

敬
之

主
幹　

松
島　

月
美

生

涯

学

習

課

■
教
育
委
員
会

■
保
育
所

■
議
会

出

納

室

上

下

水

道

課

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

片
岡　

英
昭
・
藤
田　

一
秀

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

緑

清

苑

し
尿
処
理

出
納
、
決
算
、
物
品
出
納

和
泉　

正
明

専
門
員　
　

境　
　

初
喜

室
長　

加
藤　

一
三

平
田　

俊
文
・
大
塚　

和
典

場　

長　
　

松
浦　
　

誠

藤
澤　

定
由
・
寺
川　

浩
郎
・
田
中　

淳
之

課
長
補
佐　

向
井　

隆
志

水

道

係

係　

長　
　

砂
田　

寿
紀

下

水

道

係

課
長　

稲
垣　

和
成

主
幹　

黒
井　

信
壮

事

務

局

議
会
事
務
、
監
査
委
員
事
務

田
辺　

五
月

専
門
員　
　

畑
田　

朱
美

局
長　

石
原　

正
行

■
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
会
議
、
農
地
転
用
、
農
業
者
年
金

齋
藤　

兼
治

局
長
補
佐　

山
田　
　

学

事

務

局

局
長　

（
産
業
課
長
兼
務
）

副

教

育

長

清
水　

勇
二
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■
保
健
セ
ン
タ
ー

■
豊
平
病
院

保
健
衛
生

保
健
衛
生

保
健
衛
生
、
歯
科
保
健

竹
下
美
樹
子
・
迫
田
智
恵
子

課
長
補
佐　

高
松　

洋
子

次
長　

吉
田　

修
三

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

森
川　

恭
子
・
聖
尻　
　

綾　

係　
　

長　

二
井
川
明
美

大

朝

保

健

セ

ン

タ

ー

奥
田
百
合
絵
・
岡
崎　

真
也
・
水
野　

雅
美

次
長
補
佐　

高
野
ち
さ
子

次
長　

浄
謙　

彰
文

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

外
来
看
護
、
入
院
看
護
、

訪
問
看
護

山
本　

明
子
・
岩
見　

兼
子
・
池
田
喜
和
子
・
山
縣
み
ど
り
・
中
野　

照
子
・

宮
崎　

瑞
穂
・
瀧
下　
　

満
・
花
岡
み
ち
子
・
美
濃　

志
保
・
横
田　

妙
子
・

上
田　

昇
平
・
石
部
恵
美
子
・
松
本
美
沙
子
・
池
野　

弥
生
・
岩
田
ま
き
子
・

山
根　

富
子
・
山
根
美
佐
枝
・
織
田　

初
子
・
岡　
　

弘
子
・
信
本　

恭
子
・

山
神　

照
子
・
小
蔦　

和
子
・
下
岡　

春
子
・
立
川　

敬
子

看　

護　

師　

長　
　
　
　
　
　

東　
　

律
子

看

護

科

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
眼
科
、

放
射
線
、
臨
床
検
査
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

古
賀　

堅
太
・
芳
田　

英
俊

川
手
砂
和
子
・
菅
原　
　

勝

平　
　

健
蔵
・
常
川　

幸
生
・
日
南　

裕
子
・
藤
山　

一
宏
・
小
林　

聖
美

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長　

濱
本　

貞
徳

外
科
医
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

孝
弘

内
科
医
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
田　

英
知

診

療

科

千

代

田

本

地

保

育

所

保　

育

保　

育

大

朝

保　

育

石
川　

瑞
枝
・
佐
伯　

幸
恵

新

庄

保

育

所

所　

長　
　

岩
見　

仁
美

保　

育

奥
迫　

由
美
・
田
辺　

由
美
・
佐
々
見　

博
子
・
水
越
季
美
子
・
津
賀
山
有
紀
・

大
上　

理
恵

所　

長　
　

古
川
富
士
子

上
田　

早
苗
・
鳳
山　

直
美

川

戸

保

育

所

所　

長　
　

田
辺　

成
子

住
吉
美
寿
津
・
吉
岡　

晶
子
・
川
本　

喜
美
代
・
上
田　

和
永

南

方

保

育

所

所　

長　
　

島
津
由
紀
子

病

院

長

山
縣　

司
政

薬　

剤

首
藤　

正
宏

薬

局

医
事
、
財
務
、
給
与
、
庶
務

佐
々
木
靖
志

事
務
長
補
佐　

藤
井　
　

弘

医

事

係

出
納
、
財
務
、
庶
務
、
給
食

山
崎
都
志
子

事
務
長
補
佐　

林　

久
美
子

庶

務

係

事

務

局

事
務
長　
　

中　
　

英
雄
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署
長　
　

一
部　
　

誠
（
兼
務
）

消
防
署
業
務
総
括

署

長

副　

署　

長　
　
　

田
辺　

弘
司

第
一
隊
司
令　
　

社　
　

武
次

隊　

長　
　

土
井　
　

隆

梅
木　

偉
久
・
笠
道　

宏
和
・
前
﨑　

貴
正

隊　

長　
　

小
山　
　

満

山
下　
　

稔
・
友
田　

秀
治
・
箕
牧　

功
治
・
渡
草　

孝
夫

隊　

長　
　

加
藤　

孝
士

本

署

第
二
隊
司
令　
　

原
崎　
　

昇

隊　

長　
　

今
知　

克
典

森
藤　

一
樹
・
西
原　

敏
幸
・
大
下　

正
利

隊　

長　
　

立
川　
　

学

正
田　

礼
次
・
有
田　

俊
一
・
植
木　

亨
・
吉
田　

伸
也

隊　

長　
　

大
坪　
　

司

芸

北

出

張

所

所　
　
　

長　
　

牧
原　

早
人

副
所
長
兼
隊
長　

日
田　

靖
成

今
本　

秀
智
・
西
田　

聖
仁

隊　

長　
　

大
屋　

逸
人

山
脇　

和
雄
・
中
村　

英
信
・
渡
辺　

肇

大

朝

出

張

所

所　
　
　

長　
　

引
地　

博
文

副
所
長
兼
隊
長　

宗
下　

雅
弘

近
藤　

利
夫
・
今
﨑　

和
男

隊　

長　
　

芳
邦　

光
也

藤
井　

文
典
・
隅
田　

雅
之
・
下
西　

幸
典

■
診
療
所

■
消
防
本
部
☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

歯
科
診
療

岡
本
登
美
子
・
藪
谷
真
由
美

所　

長　
　

木
村
菜
穂
子

芸

北

歯

科

診

療

所

診　

療

田
村　

紀
子
・
宮
本
す
ま
子
・
西
田　

智
絵
・
酒
井　

裕
子
・
中
村　

裕
子
・
近
藤　

玉
江
・
岡
本　

正
恵

雄

鹿

原

診

療

所

診　

療

原
田　

典
子

八

幡

診

療

所

所　

長　
　

東
條　

環
樹

課　
　

長　
　
　

宮
内　
　

憲

消

防

課

係　

長　
　

立
川　
　

学

総

務

係

課
長　

一
部　

誠
（
事
務
取
扱
）

係　

長　
　

松
本　

浩
二

警

防

係

火
災
・
救
助
・
そ
の
他
防
災
対
策

山
田　
　

徹

火
災
予
防
・
危
険
物
規
制
・
建
築

同
意
・
査
察
事
務

係　

長　
　

野
上　

正
宏

予

防

係

係　

長　
　

小
山　
　

満

救

急

第

１

係

総

務

課

山
下　
　

稔
・
大
本　

恵
里
・
藤
吉　

康
弘
（
総
務
課
付
）

職
員
の
福
利
厚
生
、
消
防
行
政
一
般

係　

長　
　

大
坪　
　

司

救

急

第

２

係

救
急
救
命
処
置
対
策

　 消　 防　 本　 部　

一
部　
　

誠

消
防
本
部
業
務
総
括

消

防

長

本

署

　 消 　 防 　 署 　

火
災
・
救
急
救
助
活
動
及
び

そ
の
他
の
災
害
活
動
業
務
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■
大
朝
支
所
☎
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１
（
代
）

■
豊
平
支
所
☎
０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２
（
代
）

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
林
業
振
興
、
畜
産
振
興

落
合　

幸
治
・
近
藤　

貞
治
・
小
川
友
里
江
・
山
本　

剛
志

係　

長　
　

多
川　

孝
之

産
業
振
興
係

課
長　

平
田　

敏
春

産

業

建

設

課

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

多
川　

三
友
・
佐
々
木　

靖
・
是
角　

健
二
・
石
川　

一
義

係　

長　
　

斎
藤　

茂
樹

建
設
管
理
係

福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、
埋
火
葬

細
川　

敏
樹
・
藤
井　

泰
子

課
長
補
佐　

角
田　

正
明

福
祉
衛
生
係

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金

藤
川　

弘
治
・
上
田　

久
美
子
・
服
部　

昌
英

係　

長　
　

吉
崎　

文
子

住

民

係

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

竹
下　

直
紀
・
関
口　

昌
和

課
長
補
佐　

藤
川　

秋
江

振

興

係

課
長　

室
坂　

時
子

自

治

振

興

課

支
所
業
務
統
括

林　

実
喜
雄

支

所

長

林
業
振
興
、
自
然
公
園
管
理
、
小
水
力
発
電

中
祖　

和
史

係　

長　
　

足
利　

英
彰

自
然
林
務
係

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
畜
産
振
興

村
竹　

明
治
・
藤
堂　
　

崇
・
表
崎　

崇
樹

係　

長　
　

萬
田　

晃
成

産
業
振
興
係

課
長　

小
笠
原　

登

産

業

建

設

課

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

後
藤　

洋
治
・
岡
本
恵
美
子
・
山
田　

歩

係　

長　
　

酒
井　

忠
典

建
設
管
理
係

福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、
埋
火
葬

淀
渕　

朱
美
・
槙
原
ナ
ギ
サ

課
長
補
佐　

宮
本　

健
司

福
祉
衛
生
係

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金

花
屋　

澄
子
・
下
杉　

昌
樹
・
岡
本　

美
枝

課
長
補
佐　

谷
本　

美
恵

住

民

係

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

森　
　

孝
行
・
田
中　

大
作
・
伊
藤　

正

係　

長　
　

齋
藤　

敏
広

振

興

係

課
長　

南
屋　

幸
盛

自

治

振

興

課

支
所
業
務
統
括

槙
原　

啓
介

支

所

長

■
芸
北
支
所
☎
０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
１
（
代
）

火
災
・
救
急
救
助
活
動
及
び

そ
の
他
の
災
害
活
動
業
務

消 防 署

沖　
　

保
夫
・
福
田　

雄
宏

豊

平

出

張

所

所　
　
　

長　
　

石
井　

雅
宏

副
所
長
兼
隊
長　

東　
　

正
治

隊　

長　
　

立
川　
　

貢

花
木　

敏
彦
・
齋
藤　

幸
男
・
岡
本　

和
馬

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
林
業
振
興
、
畜
産
振
興

槙
野　

一
也
・
島
田　

英
樹
・
大
内　

哲
治

係　

長　
　

斉
藤　

幸
司

産
業
振
興
係

課
長　

平
田　

義
孝

産

業

建

設

課

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

山
本　
　

哲
・
川
手　

秀
則
・
小
椿　

治
之
・
小
椿　

美
紀
・
久
次　

恭
子

係　

長　
　

松
田　

順
正

建
設
管
理
係

福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、
埋
火
葬

植
田　

優
香
・
大
内
由
美
子

係　

長　
　

清
水　

繁
昭

福
祉
衛
生
係

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金

池
田　

慶
子
・
洲
浜　

瑞
恵
・
大
野　

裕
紀

課
長
補
佐　

白
砂　

妙
子

住

民

係

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

沼
田　

真
路
・
大
成
純
一
郎

課
長
補
佐　

上
原　

隆
弘

振

興

係

課
長　

新
田　

逸
男

自

治

振

興

課

支
所
業
務
統
括

若
狭　

吉
明

支

所

長
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　平成 1９年度の北広島町内の小中学校・共同調理場等の定期人事異動がありました。

　北広島町の小学校・中学校では、校長を中心に町民の皆様の信頼される学校づくりに努め、「確かな

学力」「豊かな心」「健やかな体」「信頼される学校」をめざして、教育活動を展開していきます。

　今年 1 年、よろしくお願いいたします。

学校名 校長 教頭 学級数
児童・
生徒数

備考

芸　

北

八幡小学校 東川 邦男 沖田 依子 ３ 11 沖田教頭は、町内「美和小」より

雄鹿原小学校 島 富美男 齋藤 たえ子 ５ (1) 38 島校長は、福山市立「加茂小」より（昇任）

芸北小学校 川本 康子 中田 浩治 ６ (2) 34 中田教頭は、呉市立「横路小」より（昇任）

雲月小学校 本谷  進 中原 理恵 ３ 21 本谷校長は、呉市立「長迫小」より（昇任）

美和小学校 頼近 百合子 宮川　登 ５ (1) 30 宮川教頭は、安芸太田町立「寺領小」より

大　

朝

大朝小学校 岡田　學 藤田 覚治 ６ 71 岡田校長は、町内「大塚小」より

大塚小学校 田丸 逸子 龍河 登茂子 ３ 18 田丸校長は、三次市立「三次西小」より

新庄小学校 永川 静優 迫岡 純子 ７(1) 76 永川校長は、廿日市市立「地御前小」より

千　

代　

田

川迫小学校 宮本 早苗 口羽 邦子 ４ (1) 25 宮本校長は、安芸高田市立「可愛小」よ
り（昇任）

八重小学校 梶川 史子 名越 睦子 ７ (1) 195

八重東小学校 寺川 壽久 小石 文彦 ６ 111

壬生小学校 亀井　聖 松原 富美雄 ７ (1) 126 松原教頭は、町内「豊平西小」より

南方小学校 酒井 あき子 谷川 敏樹 ３ 32

本地小学校 清住 秀久 吉原 陽壮 ６ 125 清住校長は、安芸高田市立「八千代中」
より

豊　

平

豊平南小学校 沖政 節子 田村 留美 ７ (1) 77 田村教頭は、町内「芸北小」より

豊平西小学校 山本 保秀 雛田 和博 ５ (1) 40 雛田教頭は、安芸高田市立「根野小」より

豊平東小学校 高杉 千賀子 藤田　勉 ４ 36 高杉校長は、安芸太田町立「筒賀小」より

芸北中学校 沖政 長公 小笠原 晋 ４ (1) 80

大朝中学校 迫広 淑文 河野 博昌 ４ (1) 60 河野教頭は、安芸太田町立「加計中」より

千代田中学校 今田 雄次 西川 裕司 ９ (1) 274 今田校長は、安芸高田市立「甲田中」より

豊平中学校 藤田 利昭 勝原 博司 ４ (1) 80

注 ) ○新任の校長・教頭は、青字ゴシックで表記。　

　　○大朝小学校長は大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は豊平学校給食センター長を兼務。

　　○障害児学級数は（ ）で表記＜内数＞  児童・生徒数は、平成１９年 3 月２０日時点での見込み。

小・中学校校長・教頭名簿

【児童生徒の安全な登下校にご協力を】

　4 月 6 日から 9 日の間に、町内の小・中学校 21

校で，入学式が行われました。新入生は，小学校

177 名，中学校 156 名です。新入生は，新しい不

慣れな通学路を徒歩・自転車で登下校することにな

ります。

　保護者・地域の皆様には，今まで登下校時の声かけ，

見回りなど児童生徒の安全確保についてのご協力を

いただいていますが，重ねてよろしくお願いします。

【不審電話について】

　学校のＰＴＡ役員や保護者を装って、

保護者の電話番号を聞こうとしたり、「成

りすまし詐欺」まがいの言動をとったり

する不審電話が、県内でかかってきてい

る状況があります。

　しっかりと、相手を確認するとともに、

不必要な情報を提供したりしないよう、

ご留意ください。

教育委員会教育委員会

だよりだより

20きたひろしま 2007 .5

平成19年度
北広島町内小･中学校の定期人事異動
～新体制のもと、町民の皆様に信頼される学校をめざします～



　西原直子教育委員には、本町の教育委員

としてご活躍いただきましたが、任期満了

により 3 月末退職されました。

　後任の委員は、次の方です。

新教育委員　　　　

　岡本　三重子氏　（北広島町本地）

 任期　平成 19 年４月１日から４年間

　　　　　

　なお、北広島町教育委員会議は、原則と

して毎月第 3 水曜日　午後 2 時から、役場

会議室にて定例開催しています。町民の皆

さんの傍聴もできます。詳しくは、教育委

員会事務局にお問合せください。

　昨年、公募により指定管理者施設となりました

千代田運動公園・アザレア千代田に続いて芸北運

動公園、大朝運動公園・大朝ふれあいの森が公募

による指定管理者施設となります。

問い合わせ

教育委員会事務局生涯学習課

☎０８２６- ７２- ０８６４

問い合わせ　

教育委員会事務局学校教育課

☎０８２６- ７２- ０８５８

新たに芸北運動公園、大朝運動
公園等が指定管理者施設に　　

新教育委員就任の
お知らせ　　　　

施設名 指定管理者

芸北運動公園 株式会社ケントク

大朝運動公園・
大朝ふれあいの森 大朝まちづくり有限会社

　利用方法については従来と変わりありません

が、町職員等に代わって指定管理者が施設の管理

運営をしますので、施設利用のサービス面での向

上が期待されるところです。

　なお、詳しいことについては、北広島町教育委

員会生涯学習課または、関係支所へお問い合わせ

ください。
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　弊社は、ゴム・樹脂材料における高分子技術

と中空体技術の２つの核技術を駆使し、現在で

は、自動車用部品、工業用品、スポーツ事業、

健康用品事業などの事業を主軸に展開しており

ます。国内に 17 拠点、海外に 15 拠点を設け、

国内 700 名、グループ総従業員数 3,500 名を

超えます。

　現在４箇所ある国内工場のひとつであります

この千代田工場は、1970 年２月に操業開始。

当工場の近くには高速道路があり、物流面など

のインフラが整っており、また、地元の方々に

も常日頃から大変ご協力を賜り、お蔭様で大変

恵まれた環境の中で工場運営をさせて頂いてお

ります。この場をお借り致しまし

て、深く感謝申し上げます。

　現在、従業員は 82 名。当工場

では自動車用ゴム部品を主力品目

として自動車用防振ゴム部品、エ

ンジン吸気系ゴム部品、ステアリ

ング用防振ゴム部品を生産しております。

　また、社内での活動としましては TPS（発

生しているムダを限りなく最小化する）と呼ば

れる工場の生産性及び収益向上を目的とした改

善活動を最重要テーマのひとつとして掲げ、製

造業の原点である“モノづくり力”、“品質保証

力”の更なるレベルアップを図るべく社員全員

で日々努力邁進中です。

　また、地域での企業活動としましては、地元

商工会を通じ、様々な事業イベントに毎年参加

させていただいております。今後ともより深く

地域に根ざした工場として企業活動を行って参

る所存でございますので、何卒宜しくお願い申

し上げます。

『常に、革新的商品を、ここ広島からグローバル市場に提供し続け、

これをベースに適切なマーケティング活動を実施する企業』　　　

株式会社　モルテン

▲工場長

松岡 三士氏

工場外観

▲

千代田工場所在地

〒 731-1522　北広島町東氏神 3293

TEL0826-72-2295　FAX0826-72-5720



豊平保健福祉総合センター

☎（0826）84-1501

北広島町役場
保健課健康増進係 

☎（0826）72-0853

芸北ホリスティックセンター 

 ☎（0826）35-0230

大朝保健センター

 ☎（0826）82-2211

『たばこ』のこと、
 どれだけ知っていますか？

喫煙者の 2 人にひとりが「たばこ依存症」

まめマメ
　北広島町健康増進計画「まめ

マメきたひろしま」では、「た

ばこの健康に及ぼす影響につい

ての十分な知識の普及」を目指

しています。

～ 5月31日は世界禁煙デーです～

たばこ依存症はなぜおこる？

　たばこに含まれる「ニコチン」という薬物は、麻薬やアルコールと同じ「依存性薬物」です。血

液中のニコチンが減ってくると、いらいらする、集中力がなくなるといった症状があらわれて、た

ばこを吸わずにはいられなくなることが、なによりその依存性を証明しています。

たばこをやめたいけど、やめられない方！「禁煙外来」のある医療機関もあります。

ぜひご相談ください。

ニコチン依存度チェック 　あなたはどれだけたばこに吸わされていますか？

質問 回答 得点

１ 起床後、何分で最初の喫煙をしますか？ 30分以内
30分後

1点
0点

２ 寺院や図書館、映画館など、喫煙を禁じられている場所で禁
煙することが難しいですか？

はい
いいえ

１点
０点

３ 一日の喫煙のなかで、どれが一番やめにくいですか？ 朝起きた時の目覚めの1本
それ以外

１点
０点

４ 一日に何本吸いますか？
26本以上
16 ～ 25本
15本以下

２点
１点
０点

５ 午後に比べて午前中の方がより多く喫煙しますか？ はい
いいえ

１点
０点

６ 風邪で一日中寝ているような時にも、喫煙しますか？ はい
いいえ

１点
０点

７ たばこを肺まで吸い込みますか？
いつも吸い込む
時々吸い込む
吸い込まない

２点
１点
０点

８ いつも吸うたばこに含まれるニコチンの量はどれくらいです
か？

１・３ｍｇ以上
１．０ｍｇ～１．２ｍｇ
０．９ｍｇ以下

２点
１点
０点

あなたのたばこ依存度は？（上記質問のあてはまる回答の点数を合計してください）

あなたの合計点
　　　　　　　点

【依存度低い】
０～３点

【依存度普通】
４～６点

【依存度高い】
７～ 10点

 【ファガストロームたばこ依存度テスト】

けんこうけんこう

通　信通　信

第25回
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　たばこ依存症とは、たばこは健康に悪いと分かっていてもやめられない、

たばこなしではいられないなど、精神的な依存が深く強い症状をいいます。

厚生労働省の調査の結果、喫煙者の 5 割近い 1,800 万人もの人が「たば

こ依存症」であると発表しました。

 （平成 10 年度喫煙と健康問題に関する実態調査）



　

大
朝
の
市
街
地
を
北
に
向
か
っ

て
主
要
地
方
道
浜
田
八
重
可
部
線

を
約
１
㎞
行
く
と
大
塚
地
区
が
あ

り
、
そ
こ
は
以
前
は
酪
農
が
盛
ん

で
し
た
。
石
橋
さ
ん
の
父
親
は
、

酪
農
経
営
か
ら
和
牛
の
繁
殖
経
営

に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
経
営
は
、
和
牛
の
繁
殖

牛
15
頭
、
水
稲
６
ha
、
飼
料
稲
１

ha
で
す
。
約
２
年
前
事
故
に
よ
り

父
親
を
亡
く
さ
れ
て
、
現

在
は
母
と
２
人
で
父
の
意

志
を
継
い
で
が
ん
ば
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

経
営
の
特
徴
は
、
繁
殖

牛
の
堆
肥
を
活
用
し
た
良

質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産

と
地
域
集
落
と
の
話
し
合

い
に
よ
る
飼
料
稲
栽
培
に

よ
る
耕
畜
連
携
の
経
営
で

す
。

　

父
親
が
描
い
て
い
た
和

牛
繁
殖
経
営
に
少
し
近
づ

く
こ
と
に
、
満
足
感
と
楽

し
さ
を
覚
え
る
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
輩
、
仲
間
達
の
指

導
や
助
言
を
頼
り
に
技
術
を
習
得

し
て
、
農
村
の
良
さ
を
十
分
満
喫

で
き
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
楽
し
い

農
業
の
実
践
を
し
て
、
次
世
代
の

仲
間
達
の
パ
イ
プ
役
を
演
じ
た
い

と
夢
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
文　

上
長
者
農
業
委
員
）

第 １号議案

　農地の所有権移転に関する承認

　（農地法第３条関係）

　７件、面積　34,669㎡
第 ２号議案

　農地の転用に関する承認

　（農地法第４条関係）

　４件、面積　569㎡
第 ３号議案

　農地の売買と転用に関する承認

　（農地法第５条関係）

　３件、面積　739㎡
第４号議案

　農用地利用集積計画について承認

　農地を貸す者124人、借りる者46人

　128件、面積　640,825㎡

第 ５号議案

　特定農用地利用規程の承認について

　枕農業生産組合、川西中郷営農集団

　組合、阿坂中営農組合

報 告案件

　農業用施設転用届について

　１件、面積150㎡
　農地改良届について

　１件、面積　1,936㎡

＊ 農政懇談会

　農政課題について分科会を行った

農業委員会審議結果
第19回総会（２月20日）

　

芸
北
地
域
荒
神
原
に
あ
る
広
島
市
農

協
芸
北
ト
マ
ト
選
果
場
の
ト
マ
ト
出
荷

額
が
年
間
１
億
７
千
万
円
に
達
し
て
い

ま
す
。
芸
北
高
原
特
有
の
気
候
を
活
用

し
た
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

芸
北
地
域
で
は
、
昭
和
40
年
頃
か
ら

ト
マ
ト
の
露
地
栽
培
が
始
ま
り
、
そ
の

後
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
普
及
と
栽
培
規

模
の
拡
大
に
よ
り
生

産
量
が
急
増
し
、
昭

和
56
年
共
同
選
果
場

が
造
ら
れ
、
以
後
２

回
の
施
設
改
修
に
よ

り
近
代
的
な
共
同
選

果
場
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
農
家
所
得

の
向
上
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
出
荷
組
合
員

64
戸
、
面
積
９
ha
で

生
産
さ
れ
た
ト
マ
ト

13
万
ケ
ー
ス
が
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
73
種
類
に
選
別
さ
れ
て
広
島
市

場
と
福
岡
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
北
広
島
町
の
農
業
拠
点

施
設
と
し
て
益
々
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

（
文　

井
居
農
業
委
員
）

北
広
島
町
大
塚　

石
橋
富
夫
（
39
歳
）

和
牛
繁
殖
経
営
の
確
立
と

 

父
の
夢
を
実
現
し
た
い

芸北トマト選果場年間出荷額１億７千万円

担
い
手

農
家

紹
介
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農業農業
委員会委員会
だよりだより



人
事
異
動
に
伴
う

 

届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

平成 19 年度危険物取扱者試験・消防設備士試験実施予定表

　

新
年
度
と
な
り
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
っ
て
生
じ
た
各
種
届
出
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
忘
れ
ず
に
速
や
か
に
届
け
出
ま

し
ょ
う
。

○
防
火
管
理
者
及
び
消
防
計
画
の
変
更

○
危
険
物
施
設
の
保
安
監
督
者
の
変
更

○
危
険
物
施
設
の
名
義
・
名
称
の
変
更　

　

 

な
ど

　

防
火
管
理
者
や
保
安
監
督
者
な
ど
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
方
で
な
い
と
選
任
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防

訓
練
を
行
う
に
は
事
前
に
消
防
署
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

北
広
島
町
消
防
署



 

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

区分 試験日 試験の種類 試験場所 受験願書受付期間 合格発表

危  

険  

物  

取  

扱  

者  

試  
験

前　
　

期

６月24日（日）

甲種 広島市

４月19日（木）

～

５月15日（火）

７月中旬乙種
（全類）

丙種

広島市
呉　市

７月８日（日）
乙種

（全類）
丙種

三次市

７月下旬

７月15日（日）

甲種 福山市
５月16日（水）

～

６月５日（火）

乙種
（全類）

丙種

三原市
福山市

後　
　

期

11月25日（日）

甲種 広島市
９月21日（金）

～

10月15日（月）
12月中旬乙種

（全類）
丙種

広島市
三次市

12月16日（日）

甲種 福山市
10月16日（火）

～

11月５日（月）

平成20年
１月上旬

乙種
（全類）

丙種

呉　市
三原市
福山市

消
防
設
備
士
試
験

前　

期
９月２日（日）

甲種
（特類を含む全類）

乙種
（全類）

広島市
福山市

７月２日（月）

～

７月19日（木）
10月上旬

後　

期

平成20年
 ２月10日（日）

甲種
（特類を含む全類）

乙種
（全類）

広島市

11月19日（月）

～

12月６日（木）

平成20年
３月中旬

平成20年
 ２月17日（日）

甲種
（特類は除く）

乙種
（全類）

福山市

＊受験願書は、消防署・各出張所で受け取りできます。
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島

町消費生活相談室へご相談ください。

場　　所　　北広島町人権センター

　　　　　　（北広島町有田４９５－１）

相 談 日　　毎週木曜日

　　　　　　（祝日・年末年始を除く）

受付時間　　10 時～ 16 時

　　　　　　（12 時～ 13 時は休み）

相談室専用電話　　�０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター

（�０８２－２２３－６１１１）まで。

ど う し よ う ？ こ ん な 時
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　４年前、大手電話会社を名乗る業者が訪れ、

「もうすぐその電話は使えなくなる」「電話代が

安くなる」などと言い、新しい電話機を勧めた。

大手電話会社と関係があると思ったので、業者

の説明を信じて契約した。また名義についても

業者に勧められたため、既に廃業していた商店

名義で電話機のリース契約をした。

　しかし、実際には、勧誘時の説明とは違い、

電話代はそんなに安くならずリース料も合わせ

るとかえって高くなってしまった。

　主に個人事業主を狙った悪質な電話機のリー

ス商法が社会問題になっています。「電話が使

えなくなる」「電話代が安くなる」などと虚偽

又は誇大な説明をする、リース期間を７年間（84

回）と長くし、月々の支払を少なく見せる、ま

たリースは途中解約が難しいなど問題点が多い

商法です。

　この相談者の場合は、既に廃業した屋号（事

業者名）で契約をさせていますが、これも問題

です。消費者は、消費者契約法などの法律によ

り保護されていますが、これらの法律は事業者

には適用されません。事業者は商取引に関する

専門的な知識と経験を有しているとの認識があ

るためです。屋号での契約は、消費者を保護す

る法律の適用を逃れることが目的です。（経済

産業省の通達により、現在では事業者の解釈が

より適切になっています。「主として個人用・家

庭用に使用する商品・サービス」「実質的に廃

業している」「事業実態がほとんど無い」など

の場合は、事業者名での契約も消費者と同じよ

うに保護されます。）

　この相談者の場合は、クーリング・オフ制度

による無条件解約ができたため、既に支払った

リース料も全額返金されました。

　クーリング・オフ制度は、クーリング・オフ

に関して説明した書類（法定書面）の交付を受

けた後、法律で定められた期間（この場合は８

日間）以内に手続きを行わなければいけません。

しかしこの相談者の場合は、法定書面が交付さ

れていないので、契約から４年経っていても

クーリング・オフすることができました。

　町内でも、電話機のリースに関しては、

複数の相談が寄せられています。中には、

一人暮らしの高齢者が電話機のリース契

約をしているとの相談もありました。

　悪質な電話機のリース等でお困りの方

は、消費生活相談室までご相談ください。

相
談
内
容

　不審に思いながらも支払いを続けていたが、

最近になって電話機のリース契約はトラブルが

多いことを知っ

た。自分もだま

されたのではな

いだろうか。

ア
ド
バ
イ
ス

「もうすぐその電話機は使えなくなりますよ」と言われ・・・

困った時は消費生活相談へ



パスポートの窓口が

県から町へ変わります

６月４日から、より便利に！

Ｑ
１　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が
い
つ
か
ら

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

Ａ
１　

平
成
19
年
６
月
４
日
（
月
）
か
ら
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
込
み
、
受
取
り
の
窓
口

を
、
北
広
島
町
役
場
本
庁
町
民
課
に
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

県
旅
券
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
（
広
島
、福
山
、

三
次
、
呉
）
は
、平
成
19
年
６
月
１
日
（
金
）

を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２　

誰
が
北
広
島
町
役
場
で
手
続
を
す

る
の
？

Ａ
２　

北
広
島
町
役
場
の
窓
口
で
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
込
み
・
受
取
り
が
で
き
る
の

は
、
次
の
方
で
す
。

（
１
）
北
広
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

（
２
）
学
生
や
単
身
赴
任
者
等
で
広
島
県

外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
北
広
島
町
に
お

住
ま
い
の
方
で
、
一
定
の
条
件
が
整
っ
て

い
る
方

　

北
広
島
町
に
お
住
ま
い
で
、
住
民
登
録

は
広
島
県
内
の
他
の
市
町
に
あ
る
方
は
、

北
広
島
町
役
場
で
の
申
込
み･

受
取
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
で

申
込
み
、
受
取
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　

窓
口
の
場
所
は
ど
こ
？　

受
付
時

間
は
？　

受
取
り
ま
で
の
日
数
は
？

Ａ
３　

窓
口
の
場
所
は
、
北
広
島
町
役
場

本
庁
町
民
課
（
１
階
窓
口
）
で
す
。

　

申
請
の
受
付
は
、
閉
庁
日
を
除
く
月
曜

か
ら
金
曜
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、
受
取
り
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

で
す
。

　

新
た
に
申
請
さ
れ
る
場
合
、
申
込
み
か

ら
受
取
り
ま
で
に
は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

祭
日
な
ど
の
閉
庁
日
を
除
い
て
８
日
間
か

か
り
ま
す
。

Ｑ
４　

支
所
・
出
張
所
で
の
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
込
み
・
受
取
り
は
？

Ａ
４　

申
込
み
・
受
取
り
の
窓
口
は
本
庁

町
民
課
に
設
置
し
ま
す
。
支
所
で
の
申
込

み
・
受
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
用
紙
・
申
請
案
内
は
、
各
支
所
・
出

張
所
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　

緊
急
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
５　

海
外
で
親
族
の
方
が
災
害
に
遭
わ

れ
た
な
ど
の
理
由
で
緊
急
に
パ
ス
ポ
ー
ト

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
（
緊
急
発
給
）
は
、

引
き
続
き
県
で
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
県
旅
券
セ
ン
タ
ー
（
広
島
☎
０
８
２

-
５
１
３-

５
６
０
３
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
６　

６
月
１
日
（
金
）
よ
り
前
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど
、
ど
こ
の

窓
口
で
受
け
取
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
６　

６
月
１
日
（
金
）
以
前
に
県
旅
券

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
（
広
島
、
福
山
、
三
次
、

呉
）
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
込
み
の
場
合
、

６
月
４
日
（
月
）
以
降
の
受
取
り
は
市
町

の
窓
口
で
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
な
お
，
北
広
島
町
役
場
で
の
受
取

り
の
対
象
と
な
る
の
は
、
申
込
み
の
時
点

で
北
広
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
お
よ

び
広
島
県
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
北
広

島
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
す
。

Ｑ
７　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
り
は
、
代
理

人
で
も
い
い
の
？

Ａ
７　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
り
は
、
申
請

者
ご
本
人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

申
込
み
は
代
理
で
も
よ
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
申
請
書
の
署
名
欄
に
は
必
ず
申
請

者
ご
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
の
で
、
代

理
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

申
請
用
紙
を
お
取
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

北
広
島
町
役
場
町
民
課
住
民
係

 

☎
０
８
２
６-

７
２-

２
１
１
１

県
旅
券
セ
ン
タ
ー
（
広
島
）

 

☎
０
８
２-

５
１
３-

５
６
０
３

＊
次
回
６
月
号
の
広
報
で
、
手
続
き
の
詳

し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま

す
。
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昨
年
11
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
か
ま

れ
た
男
性
が
、
国
内
で
は
36
年
ぶ
り
に
狂

犬
病
を
発
症
し
死
亡
し
ま
し
た
。
狂
犬
病

は
い
つ
日
本
に
入
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
、
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
日
本
で
の
狂

犬
病
の
蔓
延
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
犬

の
飼
い
主
は
犬
を
登
録
し
、
１
年
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
近
年
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
苦
情
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
「
ル
ー
ル
」
や
「
マ
ナ
ー
」
を
守
っ

て
飼
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
義
務

　

「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、
犬
の
登

録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
新
た
に
飼
い

始
め
た
場
合
は
（
子
犬
は
生
後
90
日
を
過

ぎ
た
ら
）
、
30
日
以
内
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
の
犬
の
登
録
・
狂

犬
病
予
防
注
射
は
、
５
月
か
ら
６
月
の
間

で
、
町
内
各
所
を
ま
わ
る
予
定
で
す
。
日

程
や
場
所
な
ど
は
、
ハ
ガ
キ
・
回
覧
文
書

を
ご
確
認
下
さ
い
。
ま
た
、
町
内
の
動
物

病
院
で
は
１
年
を
と
お
し
て
行
な
っ
て
い

ま
す
。

●
飼
い
犬
の
死
亡
・
飼
い
主
の
変
更
・
住

所
変
更

　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
等
に
は
届
出

が
必
要
で
す
。
役
場
町
民
課
又
は
各
支
所

町
民
生
活
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
飼
え
な
く
な
っ
た
ら

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
犬
・
猫
、
飼
い
主
不
明
の
犬
・
猫
の
引

取
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
役
場
又
は
各

支
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。
犬
や
猫
な
ど
の

愛
護
動
物
を
遺
棄
す
る
と
、
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●
散
歩
を
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

公
園
・
道
路
・
河
川
敷
な
ど
公
共
の
場

所
や
他
人
の
土
地
・
建
物
な
ど
を
糞
や
尿

で
汚
し
た
り
、
近
隣
住
民
の
方
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
必
ず
糞
の
後
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
●
犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止

　

「
広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
」
に
お

い
て
、
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
少
し
の
時
間
だ
か
ら
、
散
歩
の
か

わ
り
に
…
そ
ん
な
理
由
で
犬
を
放
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
う
ち
の
犬
は
悪
い
こ
と
は
し

な
い
か
ら
…
と
思
っ
て
い
る
の
は
飼
い
主

さ
ん
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
犬
が
交
通

事
故
に
あ
っ
た
り
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た

り
し
な
い
よ
う
に
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
野
良
犬
・
野
良
猫
を
集
め
る
行
為
・
原

因
の
排
除

　

可
愛
い
か
ら
と
い
っ
て
、
野
良
犬
や
野

良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
下
さ
い
。
責

任
な
く
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、
不
幸
な

犬
・
猫
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

す
ぐ
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
飼
い
ま

し
ょ
う
！

　

無
駄
吠
え
防
止
の
し
つ
け
、
糞
尿
の
始

末
、
飼
育
場
所
周
囲
の
掃
除
な
ど
を
徹
底

し
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
飼
い

ま
し
ょ
う
。

●
避
妊
・
去
勢
手
術
に
つ
い
て

　

動
物
の
数
が
増
え
る
と
、
適
正
な
飼
育

が
困
難
に
な
っ
た
り
、
近
所
に
迷
惑
を
か

け
た
り
し
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
避
妊
・

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
犬
・
猫
の
引
取
り
日
程

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
の
犬
・
猫
の

定
点
引
取
り
日
程
及
び
場
所
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。引
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
次
の
場
所
に
お

越
し
下
さ
い
。

定点場所 時刻

北広島町役場豊平支所 １１：５０

北広島町役場本庁 １３：４０

定点場所 時刻

北広島町役場芸北支所 １１：３０

北広島町役場大朝支所 １３：２０

（月２回　第２・第４木曜日）

（月１回　第１金曜日）

※時間厳守でお願いします。

＊
５
月
の
引
取
り
日
は
、
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

◆
５
月
11
日
（
金
）　

　

芸
北
支
所　

11
時
30
分　

　

大
朝
支
所　

13
時
20
分

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
環
境
管
理
室

 

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐ 

０
８
５
４

正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
？
犬
や
猫
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　全国の小・中学校の環境活動を顕彰する「学

校自慢エコ大賞」で、大朝中学校生徒会が中

心となり、地域の協力を得て、古新聞などの回

収の実践を報告した作品『リサイクル活動で

広がる人の輪』が佳作を受賞しました。また、

このリサイクル活動の収益金で購入された福

祉用品が、社会福祉協議会へ寄附されました。

▲ 反田生徒会長から社協会長へ寄附品目録が渡された

　芸北幼稚園が18年、八幡幼稚園が46年、その

歴史に終止符を打ちました。それぞれの幼稚園の

最後の園児達は、慣れ親しんだ幼稚園に、感謝の

気持ちを込めてお別れのことばを述べました。

　閉園した八幡幼稚園は４月６日、３歳以上の子

どもを対象に、幼稚園と保育所の機能を兼ねた「八

幡こども園」として、再スタートを切りました。
▲最後の園児による「お別れのことば」
（上：芸北幼稚園、下：八幡幼稚園）

　道の駅豊平どんぐり村で３月17日、豊平流そ

ば打ち段位認定大会が開催されました。県内や、

遠くは岡山県などから25名が参加し、初段から３

段の取得をめざし、試験に挑みました。

　参加者は、制限時間内に生地をこね、切るま

でのそば打ちを実演し、厳正なる審査の結果、

20名が昇段しました。

▲ 初段認定試験の様子

話題まちのTOWN
TOP ICS

▲新設の八幡こども園には、２名が入園した

エコに取組み福祉に活かす
大朝中「学校自慢エコ大賞」佳作受賞

そば打ちの腕試し
とよひら流そば打ち段位認定大会

終わり、そして始まりへ

町内幼稚園閉園　八幡こども園開園



妊
婦
健
診

保　

健　

課

　

妊
婦
健
診
（
定
期
健
康
診
査
）
は
、
妊

娠
し
た
女
性
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
守
り
、
妊
娠
が
順
調
か
ど
う
か
診
る

た
め
の
も
の
で
す
。
先
月
受
け
た
か
ら
と

か
、
特
に
気
に
な
る
こ
と
が
な
い
か
ら
と

油
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
の
経
過
は
そ
の
つ
ど
違
い

ま
す
。「
ひ
と
り
目
の
と
き
は
問
題
な
か
っ

た
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
思
わ
ず
、
無

事
に
出
産
を
迎
え
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
間
隔
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
妊
娠
23
週
ま
で
（
妊
娠
６
か
月
ま
で
）

 

・
・
・
４
週
に
１
回

＊
妊
娠
24
週
～
35
週
（
妊
娠
７
～
９
か
月
末
）

 
・
・
・
２
週
に
１
回

＊
妊
娠
36
週
（
妊
娠
10
か
月
）
以
後

 

・
・
・
週
に
１
回

　

健
診
日
以
外
で
も
出
血
、
腹
痛
な
ど
の

異
常
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
経
済
的

不
安
を
軽
減
し
、
積
極
的
な
妊
婦
健
診
の

受
診
を
は
か
る
た
め
、平
成
19
年
度
よ
り
、

妊
婦
健
診
公
費
負
担
回
数
を
５
回
に
し
ま

す
。（
平
成
19
年
４
月
２
日
の
妊
娠
届
出

者
よ
り
該
当
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

役
場
保
健
課
健
康
増
進
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

総　

務　

課

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

と
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
目
的
で

行
わ
れ
ま
す
。

期
間　

５
月
11
日
（
金
）
～
20
日
（
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

「
あ
せ
ら
ず
に　

待
つ
一
秒
が　

 

防
ぐ
事
故
」

運
動
の
重
点

　

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　

徹
底

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

北 広 島 町 か ら の お 知 ら せ

情報
I N F O R M A T I O N

くらしの

臨
時
職
員
登
録
制
度

総　

務　

課

　

北
広
島
町
役
場
で
臨
時
職
員
と
し
て
勤

務
を
希
望
さ
れ
る
方
の
登
録
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方
を
登

録
し
て
お
き
、
臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
こ
れ
を
参
考
に
採
用
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
仕
事
の
内
容
等
に
よ
っ
て

は
、
必
ず
し
も
登
録
順
に
採
用
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
本
庁

ま
た
は
各
支
所
に
履
歴
書
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
を
お
持

ち
の
方
も
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
勤
務
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
人
事
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

定
期
巡
回
相
談福　

祉　

課

　

児
童
福
祉
司
や
心
理
判
定
員
に
よ
る
定

期
巡
回
相
談
を
広
島
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
18
歳
未
満
の

お
子
様
に
関
す
る
心
配
事
や
悩
み
な
ど
の

相
談
を
受
け
つ
け
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の
で
役
場

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

偶
数
月
第
１
金
曜
日

時　

間　

10
時
30
分
～
15
時

場　

所　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

相
談
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１
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母
子
・
父
子
家
庭
激
励
金

福　

祉　

課

　

北
広
島
町
で
は
、
４
月
１
日
現
在
１
年

以
上
北
広
島
町
に
住
所
を
有
し
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
･

父

子
家
庭
の
方
へ
、
年
１
回
激
励
金
（
１
万

円
）
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
激
励
金
の

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興

課
に
あ
る
申
請
書
で
、
5
月
20
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

児
童
手
当
金
額
変
更

福　

祉　

課

　

平
成
19
年
4
月
よ
り
、
3
歳
未
満
の
児

童
手
当
が
現
行
の
５
千
円
か
ら
１
万
円
に

増
額
さ
れ
ま
す
。
３
人
目
以
降
に
つ
い
て

は
、
手
当
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
ど
お
り
1
万
円
の
ま
ま
で
す
。

　

増
額
さ
れ
る
の
は
、
平
成
19
年
4
月
分

か
ら
で
す
。
次
回
の
6
月
期
の
支
払
は
２

～
５
月
分
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
増
額
さ
れ
る
の
は
4
月
分
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
よ
る
、
受
給
者
の

皆
様
か
ら
の
新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
3
歳
未
満
の
児
童
の
児
童
手
当
を

現
在
受
給
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ら
、
自
動

的
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
改
定

町
民
課

　

平
成
19
年
度
分
か
ら
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
補
助
金
が
改
定
と
な
り
ま
し

た
。
改
定
後
の
補
助
金
（
限
度
額
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
国
土
調
査
で
豊

平
地
域
の
「
志
路
原
の
一
部
」
に
つ
い
て

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

登
記
の
完
了
し
た
地
区
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

引
き
続
き
国
土
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
地
域　

豊
平

○
大
字　

志
路
原

○
字
（
山
林
部
）
黒
土
・
鳥
池
・
大
畠
・
青
木

○
調
査
後
筆
数　

４
８
９
筆

○
調
査
後
面
積　

２
・
５
８
平
方
㎞

問
い
合
わ
せ　

役
場
国
土
調
査
事
務
所

☎
０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
８

国
土
調
査
経
過
報
告

　

国
土
調
査
事
務
所

　

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

は
、
次
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
１
）
住
宅
（
専
ら
居
住
の
用
に
供
す
る

建
物
ま
た
は
延
べ
床
面
積
の
お
お
む
ね
２

分
の
１
以
上
を
居
住
用
に
供
す
る
建
物
。

以
下
同
じ
。）
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
者
、

も
し
く
は
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
賃
貸

く ら し の 情 報

人漕区分 限度額（円）

５人 644,000

７人 769,000

10人 978,000

11 ～ 20人 1,590,000

21 ～ 30人 2,407,000

31 ～ 50人 3,283,000

50人以上 3,733,000

単独浄化槽を有する
専用住宅等

単独浄化槽を有しない
専用住宅等

人漕区分 限度額（円）

５人 554,000

７人 679,000

10人 888,000

11 ～ 20人 1,500,000

21 ～ 30人 2,317,000

31 ～ 50人 3,193,000

50人以上 3,643,000

人
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
者
、
ま
た
は
住
宅

を
所
有
し
て
い
る
者
で
、
自
己
の
居
住
の

用
に
供
す
る
建
物
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
浄
化
槽
法
第
５
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
く
設
置
の
届
出
の
審
査
ま
た
は
建

築
基
準
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

く
確
認
を
受
け
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
販
売
目
的
ま
は
た
賃
貸
目
的
で
住

宅
を
建
築
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

（
４
）
町
税
ま
た
は
使
用
料
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
５
）
補
助
金
交
付
決
定
日
以
後
に
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
を
着
手
し
、
補

助
事
業
の
年
度
内
に
合
併
浄
化
槽
の
設
置

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ

と
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
環
境
管
理
室

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

広　

島　

県

活
動
内
容　

年
３
～
４
回
程
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答

対
象　

満
16
歳
以
上
の
県
民

申
込
締
切　

平
成
19
年
５
月
14
日
（
月
）

謝
礼　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
実
績
に
応
じ

て
進
呈
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舞
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
春
の
舞

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

　

３
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
（
日
）
９
時
～
16
時

場
所　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

内
容　

・
特
産
品
テ
ン
ト
販
売

・
屋
台

・
手
づ
く
り
フ
ェ
ア

　

粘
土
ク
ラ
フ
ト
、
リ
ー
ス
、

　

神
楽
面
作
り

・
ス
テ
ー
ジ
（
10
時
～
）

　

曙
神
楽
団
（
紅
葉
狩
、
大
江
山
）

　

東
山
神
楽
団
（
伊
服
山
、
土
蜘
蛛
）

　

東
山
子
ど
も
神
楽
団
（
日
本
武
尊
）

　

チ
ー
ム
４
４
６
舞
台
&
田
岡
隷
山

（
津
軽
三
味
線
発
表
）

問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
７
１

　求人についての詳しい内容は、北広島町求人情報センター（役
場立地定住推進室内☎ 0826‐72‐0856）へお問い合わせください。
　最新情報は、北広島町ホームページでご覧いただけます。

町内の求人情報
４月９日現在届け出順

企　業　名 募集職種

新ダイワビジネスサポート 株式会社 組立作業・事務・運搬

株式会社 カセイ プラスティック製品製造加工作業

株式会社 大田鋳造所千代田工場 鋳物製造加工作業・事務職

株式会社 広栄建設産業 土木工事・営業

今井運送 株式会社 資材運送

広島アルミニウム工業 株式会社 アルミニウム製品製造作業

株式会社大上自動車工業千代田工場 トラックボディー製造作業・営業

津久田工業 株式会社 機械部品等製造作業

株式会社 タナカ 木材加工作業

株式会社 ジェイ・エム・エス千代田工場 医療機器具製造作業

株式会社 玉屋金属 自動車部品製造作業

八剣伝千代田店 接客業務

株式会社 メイト
フェンス、バリケードの製造・

塗装

喜楽鉱業 株式会社 熱管理士・電気工事士等

株式会社 ひろし本店 社員寮調理補助

株式会社 直方建材 商品入出庫処理管理・事務

医療法人明和会 介護支援専門員

桑本建材 株式会社 工事材料の配達・ブロック製造

株式会社 坂本工業 建築鉄筋工

株式会社 千代田ゴルフ倶楽部
キャディ・フロント・レスト

ランスタッフ

石橋飲料 株式会社

（田原温泉お食事処　わらべ）
接客業務

株式会社 松尾住宅産業 建築作業、山林作業、製材作業

エコートレーディング 株式会社 出荷作業・商品補充

エコテクノ 株式会社 トラック運転手

ヒロシュウ 株式会社 営業・製造等補助

株式会社 高田建設 現場管理・現場作業

I N F O R M A T I O N

人
　権

あいさつに笑顔で返すよい地域

きたひろしま
人権フェスタ2006参加作品より

納期限　５月１日（火）　

●軽自動車税　　　第１期

●国民健康保険税　第１期
納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘れ

なく。

税金メモ
税
　金

申
込
方
法

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w

w
w

.

p
re

f.h
iro

s
h
im

a
.lg

.jp
/

）
の
「
県
政
提

言
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
応
募
。

○
郵
送
方
式

　

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
行
政
情
報
室

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
３
７
９

編集
後記

人　口　　21,092人（－37）

　男　　　10,095人（－16）

　女　　　10,997人（－21）

世帯数　　8,295世帯（＋７）

（３月末日現在）

前月比人
　口

世
　帯

と

旧町から足かけ４年、広

報紙制作に携わってきま

したが、この号を以て卒業する

ことになりました。取材先でお世

話になった皆さん、紙面に登場

してくださった皆さん。そして、

広報きたひろしまの読者の皆さ

ん、ありがとうございました。（越）

組織・機構の見直しに伴い、企

画課が広報紙づくりを行うこと

となりました。皆さんから愛され

る「広報きたひろしま」をめざ

してがんばります。（竹）

31 きたひろしま 2007 .5



広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
５
月
号

№
 0

2
7
　

平
成

1
9
年

4
月

2
0
日

発
行

発
行

／
北

広
島

町
　

　
編

集
／

企
画

課

〒
7
3
1
-1

5
9
5
　

広
島

県
山

県
郡

北
広

島
町

有
田

1
2
3
4

T
e
l 0

8
2
6
-7

2
-2

1
1
1
　

　
 F

a
x
 0

8
2
6
-7

2
-5

2
4
2

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http
:/

/
w

w
w

.to
w

n.kitahiro
shim

a.lg.jp
/

「
広

報
き

た
ひ

ろ
し

ま
」

は
、

環
境

に
や

さ
し

い
古

紙
100％

の
再

生
紙

と
、

大
豆

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

広
島
県
内
で
最
後
の
桜
は
、
穀
雨
を
過
ぎ
る
頃

に
八
幡
高
原
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遅
い
春

の
風
に
舞
い
散
る
は
な
び
ら
を
見
送
っ
た
後
、
足

下
に
目
を
移
す
と
、
も
う
一
つ
の
桜
、
サ
ク
ラ
ソ

ウ
が
咲
き
始
め
ま
す
。

　

サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
か
つ
て
は
日
本
全
国
で
見
ら

れ
た
よ
う
で
す
が
、
乱
獲
や
開
発
に
よ
っ
て
生
育

地
は
激
減
し
、
今
日
で
は
国
と
県
の
両
方
が
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
数
十
年
前
、
八
幡

の
山
中
に
も
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
る
の
が
見

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に
そ
の
同
じ
場

所
を
訪
れ
る
と
、
植
林
が
な
さ
れ
、
と
て
も
サ
ク

ラ
ソ
ウ
が
生
育
で
き
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
発
見
時
に
八
幡
の

方
が
１
株
だ
け
持
ち
帰
り
、
大
切
に
育
て
て
い
た

の
で
、
八
幡
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
途
絶
え
ず
に
残
さ

れ
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
株
を
調
べ
て
み
る
と
、
と
て
も
興
味

深
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
八
幡
の
サ
ク
ラ
ソ

ウ
が
持
っ
て
い
る
遺
伝
子
は
、
広
島
県
や
岡
山
県
、

鳥
取
県
な
ど
中
国
山
地
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
と
は
全
く

異
な
り
、
埼
玉
県
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
と
同
じ
だ
っ
た

の
で
す
。
さ
ら
に
、
鳥
取
県
の
民
家
か
ら
も
同

じ
遺
伝
子
を
持
つ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

八
幡
で
は
、
明
治
時
代
の
初
期
ま
で
た
た
ら
製

鉄
が
営
ま
れ
、
島
根
県
か
ら
砂
鉄
が
運
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
見
つ
か
っ
た
の
は
た
た

ら
に
携
わ
る
人
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
は
持
ち
込
ま
れ
、
植
え
ら
れ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
八
幡
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
語
る
の
は
、
江

戸
時
代
の
物
流
の
中
で
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
を
育
て
る

と
い
う
文
化
が
遠
く
埼
玉
か
ら
こ
の
八
幡
高
原
ま

で
運
ば
れ
た
と
い
う
歴
史
で
す
。
小
さ
な
花
は
言

葉
こ
そ
発
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
自
体
が
、

私
た
ち
の
祖
先
が
こ
の
地
に
築
い
て
き
た
歴
史
を

実
証
し
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
内
に
は
、
八
幡
以
外
に
も
固
有
の
サ

ク
ラ
ソ
ウ
が
自
生
し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
地
域
の

方
が
大
切
に
環
境
を
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人

の
歴
史
を
繋
ぐ
こ
と
と
、
自
然
の
歴
史
を
繋
ぐ
こ

と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
持
つ
意
味

は
違
い
ま
す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は
花
を
愛
で
る

と
い
う
単
純
で
純
粋
な
気
持
ち
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

小さな花が歴史を語る
サクラソウ

高原からの花便り　№27


